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表2－6　内蒙古自治区の主要輸出財（03年、Ⅲ年）
2003年　　2（氾4年　　伸び率　04年構成比
（万㌦）　（万1レ）　（％）　　（％）
輸出総額
紡績原料、紡績製品
粗鋼、銅製品
石炭
化学工業製品
穀物類
動植物油脂類
機械、電気製品、部品
生家畜、畜産品
皮、皮革、毛皮
宝石、貴金属類
日本
韓国
香港
米国
イタリア
モンゴル
ロシア
イギリス
ドイツ
144，089　168．152　　16，7
44，322　　51．949　　17．2
15，057　　34，395　　128．4
28，516　　32，510　　14．0
12．131　13．396　　104．0
25，523　　　9，591　　－62．4
3．230　　　5，311　　64，4
2，217　　　3．748　　　69ユ
2，034　　　3，499　　　72．0
2．328　　　乙381　　　2，3
1．837　　　2，366　　　28．8
24．616　　28．808
21．225　　21，161
9ユ63　　14，264
6．921　12，073
5．888　　11．466
5，016　　　8，464
11．228　　　7．752
2ユ35　　1．744
1．116　　1．536
????????????????????? ?????????????? ???????????????????
????
100．0
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19．3
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交通基盤の整備
資源開発および国外からの資源輸入の国家要請あるいは任務遂行の最前線
として、「辺境」地域では産業基盤と都市基盤の整備に取り組んでいる。産
業基盤については「辺境」地域の産業発展にとって、常に「くびき」となっ
ていた交通体系の整備が急速に進められている。
高速道路は蛤ホ渾十大慶間、五大遠地～斉斉蛤ホ間が供用中であり、満州
里～海拉ホ、斉斉吟ホ～大慶間は国道301号を拡幅整備中である。現在、海
拉布から蛤ホ櫓までバスで8時間、海拉ホから北京まで鉄道で約1，錮Okm、
28時間の距離である。呼倫貝ホ市内の県級行政中心は国道、省級道で結ばれ
ている。特に、満州里口岸から海拉ホ区間の国道301号、阿日略沙特口岸か
ら新巴ホ虎右旗間の新国道を重点的に整備している。
鉄道については、1896年の露清同盟密約により、1901年にシベリア鉄道と
接続する東浦鉄道が建設され「満洲里」駅が置かれたように、早くから北京
アジアの主要幹線として建設が進められてきた。現在、ロシア、モンゴルか
らの森林資源、砿産資源を輸入拡大するため2本の鉄道建設計画がある。一
つは、ロシアの普里阿ホ頁斯克くPriar訊lnSk＞、額ホ古納市＜Eerguna＞黒
山頭口岸～海拉ホ区をつなぐ路線、もう一つは、シベリア鉄道とモンゴルの
チョイバルサンをつなぐ支線から新巴ホ虎右旗と新巴ホ虎左旗を経由して、
輿安盟＜Ⅹingan＞の阿ホ山市に至る路線である。
都市基盤の整備
都市基盤整備については、今回、訪問滞在した海拉ホ区、満州里市、新巴
ホ虎右旗の3つの市街区で最も人の動きに勢いがあり、建築ラッシュが発生
しているのは満州里市である。中国最大の陸上口岸を擁し、かつロシアから
の最大の資源輸入拠点であることから、沸き上がるような「人」「物」「資
金」「情報」の流動を感じることができる。
新市街区には個人経営の小商店を収容するショッピングセンターや商業ビ
ルが建ち並び、新たな商業施設や集合住宅が建築中である。ピークシーズン
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の8月にはロシアおよび国内から観光客が押し寄せ、ホテルの予約は極めて
困難になる。満州里市は「商業流通観光都市」として都市化が進んでいる。
酎由をはじめとする地下資源開発およびモンゴルへの資源開発進出の背後
地拠点として都市基盤を急速に整備しているのが新巴ホ虎右旗である。05年
末の旗人口は約3．3万人であるが、将来人口を7万人と想定し「中俄豪金三
角経済合作区」の建設を掲げた都市計画を進めている。02年以降、05年に至
る各経済指標は、国内線生産額約3．9億元から約11．5億元（2．9倍）、全部工
業総生産額約7，700万元から約18億元（23．4倍）、地方財政収入約1，6（氾万元か
ら約8，㈲0万元（5倍）、財政総収入約2，3（氾万元から約2億元（8．7倍）と大
幅な伸びを示している腑。
古来、新巴ホ虎右旗は蒙古族が遊牧する地であり固定的な村落は無かった。
清朝時代に人心を治め安定統治を図るため1865年に廟を建立したところから
定住集落が発生した。満州国時代には「阿拉坦額莫勒＜Altanemeel＞」とし
て知られ、旗公署、警察署、学校、郵便局、農業合作社の東豪公司など30数
棟の施設が建てられた。居住民は約200名。住居の大部分は小さな土壁草葺
き小屋あるいは遊牧民の「包くPao＞」であった。
新中国建国直前の48年に阿拉坦褒美勤に旗政府が置かれたが、公共建築は
わずか木造平屋1，450汀デ、土蔵平屋5，500汀デであった。その後、上水道、排水、
電力、通信などの都市基盤の整備を重ね、74、90年に公共建築は延べ床面積
約95，000Tが、民用住宅は延べ床面積約16万がとなった1㌔
この数年、財政収入の増大にともない市街地が拡大している。旗政府庁舎、
広場、博物館、小中学校などを新設した。牧民の定住化を進めており、祖父
母が市街地に定住し小中学生の孫は阻父母と同居するか寮に入るよう促して
いる。当地に専業学校はあるのだが、普通高校に進学する場合は海拉ホ区に
転出してしまう。中等教育環境の整備と若年層の雇用創出が課題であり、課
題に対応するために鉱工業の誘致と観光業の振興を図り、都市人口規模を拡
大していこうとしているは。
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写真2－7　満州里市の中心市街区
第3章　呼倫貝ホ市の企業
第3車は、呼倫貝ホ市の7社の企業活動について報告する。「辺境」地域
の経済開発主体として、新産経吾ホ自治区の「生産建設兵団」が知られる。
黒龍江省、内蒙古自治区、海南省などでは「農墾」17，の存在が重要である。呼
倫貝ホ市では「農墾」の公司制への改革にともない発生した民営企業が活躍
している。
また、乳業、自動車修理業、貨物運輸代理業の私営企業と木材加工で進出
した外資企業の取り組みを報告する。
（†）「農墾」所属工場の転換　～北大荒重縁集団呼倫貝ホ分公司～
北大荒豊緑集団（以下、北大荒集団）に所属する呼倫月ホ分公司は、内蒙
古自治区最大の生産能力を有する小麦製粉工場である。前身は「農墾」所属
の工場である。92年に公司制に移行し、鋸年に小麦製粉能力年産12万トンの
スイス「BUHLER社」の設備を導入して生産を開始した。
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その後、呼倫月ホ市食糧局所属の地方国有企業となるが業績が悪化し、中
小国有企業改革の対象となる。02年に北大荒集団が賃借経営（リース経営）
によって、集団傘下の分公司として経営を引き継いだ。分公司の経営責任者
は北大荒集団の分公司の一つの「九三分公司」から出向してきている。なお、
北大荒集団は旛年中に呼倫貝ホ分公司の全資産を馴叉し完全子会社にする予
定である1㌔
国有企業改革は1986年に制定された「全人民所有制企業工廠工作条例」に
よる国営工廠における経営請負制から始まった。続いて93年から国有資産の
所有権と経営権の分離（産権改革）に着手する。産権改革では、国有工廠は
「国有企業」と改められ、大型国有工廠は「企業集団公司」と改名された。
国有工廠に所属していた分工場や事業部は子公司あるいは関連公司に改組さ
れた。全国100社の大型国有企業が選定され、持株会社としての本部（本社）
と子公司、関連公司による企業集餌を形成し改革を試行した。一方、中′ト国
有企業の場合、有限公司化、株式会社化、従業員持株会社化（株式合作制）
への転換が進められた。
農墾公司の雄・北大東集団
呼倫貝ホ分公司を賃借経営し、さらに買収する予定の北大荒集団の前身も
黒龍江省の有力な「農墾」である。文革時代の下放青年がその母体を形成し
たとされる。現在、小麦製粉及び小麦粉食品加工における国家農業産業化重
点企業となっている。総資産3．2億元、小麦製粉55万トンの年産能力を有す
る東北地区最大級の小麦粉加工企業である。
吟ホ慣市に本社を置き、傘下に8社の子公司、分公司を編成している。
「北大荒豊威食品有限公司」は、小麦製粉年産7．5万トン、小麦ぬか2．5万ト
ン、乾燥麺2万トン、インスタント麺5億個の生産能力を持つ。「北大荒豊
緑食品有限責任公司」は、インスタント麺1．5億個、ビスケット3，600トンの
生産能力を持つ。
分公司については「九三分公司」が95年設立、小麦製粉能力10万トン、
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「烏蘭浩特分公司」は東北平原の西辺、内蒙古自治区烏蘭浩特市に98年設立、
小麦製粉能力8万トン、「佳富分公司」は黒龍江省三江平原の小麦生産を背
景に95年設立の佳木斯市佳佳製粉廠、小麦製粉能力6万トンおよび75年設立
の富補市製粉廠、小麦製粉能力4．5万トンの2工場を持つ。「丹治分公司」は
牡丹江市にて99年設立、小麦製粉能力12万トン。以上の製粉工場と包装工場
の「分装廠」を加え、6つの生産分公司がある。
原料の小麦は「農墾」所属の契約農場約300万ムー（約20万ha）から買い
付ける。播種期に買い付け価格と購入量を一定程度保証して契約し原料の安
定確保を図っている。例年の小麦買い付け価格は1トン1，400元前後である。
製品の販売に関しては、本社の販売部が統括している。統一集団（台湾系）、
廉師俸（台湾系）および国内大手食品会社の頂益集団、自象集団、牽龍集団、
綿豊集団との直接取引で70％以上を販売している。
また、東北地区を中心に15の販売エリアを配置し、北京、天津はじめ東北
地区の都市消費に応じた販売は20数％、それぞれの生産分公司の立地する地
元地域での販売は5、8％程度にとどまる。今後、「緑色食品」191としてのブ
ランドを高め国際市場への輸出をめざしている。
呼倫貝ホ分公司の経営
北大荒集団の子公司になる予定の呼倫貝ホ分公司は、従業員46名。経営管
理者、技術者以外は地元の人材である。呼倫貝ホ市の農民および集団公司の
契約農場から小麦を調達し全粒粉から精粉まで3種類の小麦粉を生産してい
る。設備は小麦の収穫後、9月から翌年3、4月までが稼働期間となってい
る。製粉した小麦粉は在庫し、需要に応じて出荷する態勢となっている。
小麦粉の生産能力は12万トンあるのだが、今期の小麦買い付け実横は4～
5万トン、小麦粉の見込み生産量は3、4万トンにとどまると想定している。
これは、原料の小麦の調達がネックになっているのではない。小麦自体は充
分に調達できるのだが、集団公司全体で小麦粉の受注量、販売量が足りない
ため生産調整しているからである。東北地区では需要に対して小麦の生産及
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び小麦粉の生産能力は過剰な状態にあるとみられる。
こうした過剰供給状況下で北大荒集団では、カップラーメン工場、パン工
場の新増設投資を予定している。カップラーメン工場やパン工場は大需要地
へのアクセスが重要な立地選択ポイントとなることから、ロシア市場への輸
出が見込まれないことには海拉ホ区への新規工場投資は期待できにくい。呼
倫貝ホ分公司としては、集団公司の工場新増設にともなう小麦粉需要の拡大
に期待することになろう。この点、呼倫貝ホ地域の「汚染されていない」自
然環境イメージは重要なアピールポイントになる。
「分散」から「統合」へ
呼倫貝ホ分公司では、これまで日本への輸出可能性については検討したこ
とはない。また、日本側からの接触もない。北大荒集団で日本輸出を検討す
る場合、北米産の小麦粉との価格競争、品質競争をいかに制するかが課題と
なろう。品質に関しては、小麦農場での生産管理、製粉設備投資により対抗
可能と思われる。海拉水から大連港までの輸送コストをどこまで圧縮できる
かが最重要課題であろう。
北大荒集団と呼倫貝ホ分公司が国際市場に展開するためには乗り越えるべ
き課題があるものの、「辺境」地域の資源立地型産業の発展過程として見る
ならば、当社の経験は重要な産業発展パターンを示していることに注目しな
くてはならない。
第一に、大型国有企業の本社（持株会社）と子公司、関連公司による企業
集団の形成および小型国有企業の合併、貸借経営、請負経営、株式合作制、
売却といった国有企業改革の取り組みが「農墾」を基礎とする産業組織の改
革に浸透している点である。
第二に、「辺境」地域の企業立地与件と見られていた生産拠点と市場の
「分散性」、広大な土地空間での輸送制限による市場との「遠隔性」、地域資
源の「単一性」といった条件を包含して全国市場に事業フィールドを押し広
げている点である。
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集団公司化による資本と経営の統合は、呼倫貝ホの「農墾」工場を買収し
つつある。これを「辺境」地域は、どう評価するのであろうか。呼倫貝ホ地
域は「分散性」「遠隔性」「単一性」といった条件下にあったローカル企業が
統合されることによって、より広い市場に展開する過程にあり、「統合」は
「辺境」地域産業の発展にとってプラス効果が大きいと評価することが重要
である。
写真3－1呼倫貝ホ分公司の製粉プラント
（2）国内最大の馬鈴薯澱粉生産基地　～麦福労有限責任公司～
麦福労有限責任公司（以下、麦福労）の前身は1988年に建設された「農墾」
工場であり96年に再建し中央農業部直属の農墾国有企業に転換した。総投資
額1．2億元、資本は100％国家所有である。
現在の従業員は150名。馬鈴薯澱粉生産の専業企業である。国家級の澱粉
生産基地は内蒙古自治区の鳥蘭察布市と呼倫貝ホ市の2カ所および雲南省、
甘粛省などに計10数カ所がある。当社は国内生産・販売量で連続15年間、第
一位の実績を維持している生産基地である。「荷海」ブランドの澱粉は全国市
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場占有率60％以上を振っているとされる。
澱粉の生産と販売
原料の馬鈴薯は約5万ムー（約3，333ha）の契約農場から毎年約60，0∞ト
ンを調達することが可能である。馬鈴薯種は呼倫貝ホの馬鈴薯研究所と共同
して品種改良に努めており「大西洋」「克新1号」などを栽培している。例
年約30，∞0トンの馬鈴薯を購入し、約7，測0トンの澱粉を生産している。
収穫期を迎えた馬鈴薯は一括購入し産地の10カ所の倉庫に保管する。9月
から翌年6月までの10カ月間が設備稼働期間である。生産設備は80年代にオ
ランダから導入したラインを参考にして自社改良、増設し、原料処理能力日
産100トンにまで高めた。洗浄、皮むき、破砕、蒸し、冷凱乾燥、粉砕、
包装の工程で各種澱粉が生産される。
当社の澱粉はマッシュポテト周、ポテトチップスなどのスナック菓子用お
よび釣り餌用の中間原料として用いられる。加工食品向けに約6，000トン、
釣り餌向けに約1，500トンの割合で販売される。
国内販売は北京、上海、成臥武漢、油頭に販売事務所を配置し、全国主
要都市への販売ネットワークを構築している。海外市場に関しては、ロシア、
韓国、日本、台湾、フィリピン、マレーシア、インドネシア、ベトナム、シ
ンガポールに輸出実績がある。各ユーザーとドルもしくはユーロ建てで直接
取引している。釣り餌用の輸出は日本、韓国、台湾が主要ユーザーである。
日本では「マルキュー」との取引がある。
国内寡占の追求
国内最大の馬鈴薯澱粉生産の専業企業として業績は好調であり、今後、2
、3年で生産規模を2倍にする経営計画を進めている。「緑色食品」を扱う
企業として工場敷地内は清掃が行き届き、緑地が見事に整備されている。
「農懇」工場が一一時、破産状況に陥ったものの10年前に国有企業としての再
建に成功したケースとして注目される。
当社のケースから「辺境」地域産業が発展していくための－・つのパターン
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を兄いだすことができる。それは、特定の農産品、畜産品、林産品、鉱産品
の一次資源に依存する「辺境」地域産業が、その「単一性」を徹底して追求
し全回市場における寡占状況に到達し、さらに国際市場への参入を図ること
である。
当社は馬鈴薯澱粉という特定製品に集中し、全国10数社の競合他社との競
争を別して国内澱粉市場の約6割のシェアを握った。「荷海」ブランドは全
国ブランドを確立することに成功し、さらに国際市場へ参入し市場拡大しつ
つある。呼倫貝布の「辺境」地域産業が「辺境」の制約条件の一つを逆手に
とって優位性に転換したのである。
今後、当社の優位性をさらに確立していくために、馬鈴薯生産農場との関
係の緊密化、品種改良の促進、澱粉の製品シリーズの多様化、澱粉の用途開
発そして鳥蘭察布市の澱粉工場の吸収統合などを検討する必要があろう。
写真3－2　麦福労有限責任公司の工場一角
（3）「農墾」所属農場の経営改革　～天保緑色食品産業化基地～
天保緑色食品産業化基地（以下、天保食品基地）では、野菜のビニールバ
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ウス栽培を行っている。天保食品基地の前身は「農墾」所属の農場である。
その後、呼倫貝ホ市所属の地方国有農業公司となった。地方政府が農業施設、
農機具などを所有し公司経営を行い、農民が公司の従業員として農業生産を
担う経営形態である。国有企業（農業公司）の所有と経営の分牡が進められ
公有制の下で農業経営の自主権を従業則こ移管した。
さらに、2002年から公司資産の株式化を進め、従業員と地方政府が株式を
持ち合う株式合作制に取り組み、勝年に完了したところである。企業形態で
いえば民営企業、所有制でみれば公有制経済と非公有制経済の間にある混合
所有経済の位置にある。
天保食品基地の施設農業経営
天保食品基地では次のような組織形態で施設農業経営がなされている。従
業員は農家40家族からなる。1家族が3棟のビニールハウスに相当する株式
を所有し農業生産を行う。1棟のビニールハウスは700rげであり、1家族の
施設農業の経営規模は2，100nfとなる。地方政府は水利施設、発電設備、管
理棟や倉庫などの共同利用施設への投資分の株式を所有するとともに、「産
業化基地」建設で農業振興投資を行う。今年度期の海拉ホ区と鎮政府の「産
業化基地」建設プロジェクトを表3－1に示す。
天保食品基地には130棟のビニールハウスがあり、全耕作面積は91，∞OTが
である。当地は北緯50度に近く、12月、1月の平均気温はマイナス20度以下
となる。5月下旬から9月上旬までの100日余りは平均気温20度前後になる
ため野菜の露地栽培が可能だが、それ以外の期間は、厳冬期の2カ月間を除
いて200、300日はビニールハウス栽培となる。煉瓦で壁を築き暖房効果を高
めたハウスは60棟ある。こうした寒冷地での野菜栽培技術は、隣接する「北
方寒冷地農業試験区」の成果を導入したものである。
栽培品目は露地ものをあわせて約150種の栽培が可能である。そのうち主
要作物はトマト、ナス、ピーマン、西瓜など20、30種である。特に、トマト
はオランダやイスラエルの種苗を栽培しロシア向け商品として輸出している。
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表3－1「産業化基地」建設プロジェクト
事舶　　　　建設臓内容　　完成時開票　責任椚
蛤克最小城叡緩済総合開発
建設潮干苗西瓜園lg建設
暗鬼鋏農業総合組合開発
呼倫只ホ市音L灘基地建設
海拉ホ区1ロジェクト
海托鉢区双娃乳業乳源基地
（恰先鋭）
三元乳某乳廊基地
建設鋏点薬総合開発
建設鎖紅星村特別栽培益姻
基地建設
建設払柾里村「空心」技術
改良
瞭立村に乳′「交易庁（4∞が）、
家畜待機域幻，（紙面）、家苗隔離　雌牛9月末
協（5，5α）が）の建設
引き続き陽光小区に、生産地区
名を称した「光建」ブランドの西
瓜因の建設
札斑木得付の10，（畑苗謡場改良、
暗鬼付と団縁付の2．（X沿苗の早生
人上場地、2，ま敵前の米棚合の建
設
年末　　25霊悪霊慧芸公室
8月末　　al監禁禁弁公室
建設鋲と喰克鏡に搾乳鳩6座
（2，4m頑、標準化牛舎12校　　年末
（1，2（独酌　の建設
札硯木得村に標準化牛舎26校
（26，0α）d）、搾乳均ユ唾（4（鳩
が）、電力供給、猷医室、作業重、
通路（1．（X沿m）の建設
区産業化弁公室
1（氾　建設親政府
暗鬼耕政府
年末　　240芸霊芸禁雷公宅
瞭克鎖に標準化牛舎を建設　　年末　　20芸慧慧公宝
合作村、金星村に蔽漑飼科地
（3，0∝）苗）、削丼、無電、瀧漑施　　9月未
設、保護林の埋設
建設紆触LI上の耕地開拓（5，（X氾
酋）
光明柑山下の保護地建設日．∝伯
首〉
紅星相に狐、捜、紹ほかの説）カ所
の並殖単位の建設
新設備を配備し牢内に生産開始
建設鋭合作柑「免焼」横根　合作付に1カ所の中型「免焼」機
設備機　　　　　　　　　　械設備場を配備
建設践国道総合服務区
備斗俄農牧薬発展園区
新301国道の集金所に飲食販売
サービス施設を整備
備斗鋲の策定した園区発展計軋
実施方策による1期工程の爽施
1起票禁弁公室
報告　　　　　　　建設槙政府
報告　　　　　　　建設銃政府
年末　　　　　　　　建設鋲政府
年末　　　　　　　　建設鰻政府
建設済み　　　　　　建設鏡政府
建設済み　　　　　　建設親政噺
年末　　　　　　　備斗鈍政肘
資料）天保食品基地内の掲示より。
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また、西瓜も主要作物として毎年10トン程度、出荷している。
種苗は各地の展示会や北京の外資系企業から日本、韓国、欧州産を調達し
ている。農薬や種苗のトレーサビリティに関しては、中国国家基準に従って
おり、基本的には有機栽培、収穫前の20日間は無農薬としている。
出荷先は約70％が海拉ホ区の地場消費、その他は他地域およびロシア、モ
ンゴルへの輸出である。以前、商社経由で日本企業向けのゴボウの契約栽培
を行った経験もある。しかし、本格的に日本向け輸出に取り組むためには、
現状の生産規模では足りないと認識している。
農家の生産意欲の高まり
広大な土地空間を活用し北方の自然環境に適した小麦、トウモロコシ、馬
鈴薯といった特定の農作物の大量栽培は「辺境」地域農業の基本構造である。
「単一性」は「辺境」地域の優位性でもあり脆弱性でもある。これを与作と
して「辺境」地域産業の発展につなげていく過程が重要であり、その発展過
程については企業活動に注目することになる。
一方、農業生産の「単一一性」が基本構造の「辺境」地域にあって、天保食
品基地では農業生産の「多様性」を追求している点が重要である。そして、
「多様性」追求の活動主体が地方政府から徐々に経営の自主権や農業施設の
所有権を受け取ってきた農家、農民に移行している点に注目しなければなら
ない。
天保食品基地でハウス野菜の栽培に取り組む農家40家族は、1棟のビニー
ルハウスで平均1．5万元、所有する3棟で4．5万元の年間生産額を産出してい
る。露地栽培の生産額を加えると農業から得られる年間所得は悪くはない水
準であろう。
株式合作制への移行は農家、農民の生産意欲を刺戟し、生鮮野菜の地場供
給にとどまらず、事業経営の視野を輸出にまで拡げている。日本への輸出も
視野に入れ日本から直接、種菌を購入したいとの意欲を示している。わずか
40家族の実験プロジュクトではあるものの、大消費市場に遠い「辺境」地域
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の土地から市場ニーズの「多様性」に敏感に反応しようとしているのである。
こうした農業の基層を形成するミクロの生産意欲が「辺境」地域農業に広
まることにより、「辺境」の脆弱性を優位性に変えていく重要な力になって
いくに違いない。
写真3－3　野菜生産のビニールハウス群
（4）モンゴル族経営の成功企業　～克林泰克乳業有限責任公司～
乳牛畜産と生乳生産を行う克林泰克乳業有限責任公司（以下、克林泰克乳
業）は2001年に「海拉ホ天竹実業公司」が設立した民営企業である。総投資
額1．2億元の大型プロジェクトであり、呼倫貝ホ市最大の乳牛畜産モデル基
地となっている。
不動産開発を主要事業とする「海拉ホ天竹実業公司」の董事長、秦玉東氏
（46歳）は獣医の父親、蒙医（モンゴル医学医師）の母親を持つ。モンゴル
族の経営する成功企業の一つである。傘下に克林泰克乳業のほかモンゴル医
薬品メーカー、ホテル経営に事業展開しており、医薬品に関して韓国との取
引がある。日本企業との取引を希望しているが、具体的な事業案件はまだな
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い。
乳牛畜産基地の経営
克林泰克乳業の乳牛畜産基地は、海拉ホ区中心部から約20畑の陳巴ホ虎旗
巴彦庫仁鏡に約700ムー（約47ha）の敷地を構え、畜舎（14，個0汀デ）、搾乳施
設（750rの、飼料調合施設（1，400rの、オフィス棟（3，0榊が）、従業員楕舎
（1，200r刑、14基の井戸、糞尿排水処理施設を配置している。周囲に約8万
ムー（約5，300ha）の牧草地が広がり11桂の飼料を栽培している。
03年にニュージーランドから乳牛を輸入し経営を開始している。繁殖を進
め餉年末の総頭数2，∞0頭、05年末には3，500頭、そのうち成牛1，800頭にま
で増えている。8名の獣医、牧畜学校卒業の4名の牧畜専門家が午の健康
チェック、病気の牛の隔離治療、外来の人や車の消毒など病気の伝染を予防
するために細心の注意を払っている。
従業員は130名。80％が陳巴ホ虎旗の家畜の扱いに慣れているモンゴル族
である。一般社員の給与は800、1，000元／月、管理人材は1，500～2，000元／
月の水準である。
ドイツ製の搾乳装置で一日朝夕2回搾乳し、約20トンの生乳を得る。生乳
はすべて乳製品メーカー「三元」201の海拉ホ分公司牛乳工場に販売し、一一日
の売上げは約40，000元、生乳単価2元／キロとなる。
ナショナルメーカーへの経営戦略課題
現在、当社の事業は乳牛の保有頭数を増やしている途上にあり、今後、
10，000頭規模にまで拡大することを目標としている。乳牛は生後3年で成牛
（出産可能）となり乳を出すようになる。現在の総頭数3，5∞頭うち成年
1，800頭であることから想定すると、01年に会社設立して畜舎や牧草地の建
設、02年から0歳仔午を毎年購入し育成を開始したと思われる。創業当初か
ら価格の高い成牛を購入し小規模な搾乳を行うことは合理的ではないからだ。
受胎率80％、雌の出現率50％、現在の年齢構成を成牛1，800頭、1歳牛200
頭、0歳牛1，∽0頭、成年は7、8年間、1頭の仔午を生むことができると仮
－45－
定すれば、目標の10，的0頭に達するのは5年後となる。その時点では成牛は
約5，000頭、一日の生乳生産量は約55トンに達すると見込まれる。事業開始
からほぼ10年計画のプロジェクトである。
成牛の増加にともない生乳の生産量も増えていくが、生乳のまま中間原料
として販売しているのでは1．2倍元の投資回収はあまり加速されない。そこ
で、乳製品への高次加工への展開を検討している。現在、生乳を納入してい
る「三元」との競合、さらに「蒙牛」などの先行乳製品メーカーとの全国市
場での競争を制するためには、さらに大きな視点から経営戦略を立案するこ
とが課題となろう。
原料（生乳）生産を押さえている点は、東北地区の一都範囲の地域市場で
は優位性を持ち得るであろうが、生乳生産規模の拡大は引き続き取り組まな
くてはならない。例えば、4人家族の家庭が2、3日に1リットルの牛乳を
消費（人口一人当たり一日約100ミリリットル）するとして、55トンの生乳
は人口55万人の消費に供給できるだけの規模でしかないのである。全図市場
で競争し10％程度のシェアを掘ろうとするならば、少なくとも200倍以上の
写真3－4　克林泰克乳業有限責任公司の乳牛畜舎
事業規模が求められることになろう。すなわち、成牛100万頭の規模となる。
「辺境」地域に本社を置く地場資本が、地域資源を活用して事業を拡大し
ようとしている点を積極的に評価したい。こうした取り組みが「辺境」地域
の発展をリードする重要な要素なのである。しかし、地域のローカルメー
カーが全国市場での存立基盤を確立していくた捌二は、現在、当社が取り組
んでいる事業計画規模では全く充分ではない。当社が当面の目標である乳牛
10，000頭に向かう過程で、ローカルメーカーからナショナルメーか一に飛躍
するための新たな経営戦略フレームが立案されることを期待したい。
（5）哨ホ演からの事業展開　～鳴ホ濱葦通豊田汽車服務有限公司海拉ホ恒
業修配廠
蛤射清華通豊田汽車服務有限公司海拉ホ恒業修配廠・豊田汽車特約維修中
心（以下、恒某修配廠）は、トヨタ自動車の修理、部品販売、新車販売を行
う呼倫貝ホ市唯一の特約店である。トヨタ自動車の総代理店は瞭ホ濱市の
「瞭ホ濱華通」であり、海拉ホにメンテナンス・サービスセンターを配置す
る際にいくつかの自動車修理業を調査し、2005年に当社を特約店として指定
した。日系自動車メーカーでは、恰ホ濱市の三菱自動車総代理店が同様のス
タイルで呼倫貝ホ特約店を展開している。
恒業修配廠の総経理、張志強氏（48歳）は蛤ホ濱市生まれ。蛤ホ清市で個
人経営の自動車修理業を営んでいたが、対ロシア貿易、原油開発、草原観光
ブームなどで地域経済が活発化している呼倫貝ホ市に注目し、2000年に海拉
ホ区に進出した。市区政府への自動車部品販売、新車購買需要を狙った事業
展開であった。
現在、従業員32名、子息（22歳）も入社している。板金部門7名、塗装部
門2名、メカニック部門4名の13名が「喰術賓華通」で15日の技術研修を修
了した認定技術者である。「蛤ホ濱華通」から技術指導員の現場研修も受けて
いる。13名は技術者兼新人トレーニーの役割を担い、月平均給与3，000元と
－47－
なっている。新人は、企業が楕奮、食事、研修を提供し、給与は300元程度
である。
「辺境」地域の自動車販売・修理サービス業の経営
国家政策の下で「辺境」地域の一次資源開発や隣接国との貿易拡大が促さ
れている。呼倫月ホ市では電力開発、一次資源の高次加工とともに道路整備
が急速に進められている。道路整備が進むことで自動車の利便性が高まる。
地域経済の活性化は地域の購買力を高め自動車購買層の拡大を導く。「辺境」
のモータリゼーションが加速している。
そうした動きをとらえた恒業修配廠の1年目の事業経営の実態は次のよう
である。当社の総投資額は400万元、初年度の売上高は100万元を超える見込
みである。売上の約80％は自動車修理、約20％が自動車部品および新車販売
となっている。呼倫只ホには、まだリース会社がないのでカーリースは考え
ていない。
自動車修理に関しては、呼倫貝ホ市には数千台のトヨタ車が登録されてお
り、さらに増加傾向にある。これが当社の潜在ユーザーであるが、特約店以
外の安い修理業に持ち込むユーザーも多いことから、当社のユーザーは年間
200～300台程度とみている。その背景は、自動車保険業界とユーザーとの
「保険金分配」にあるとみている。
事故・故障時の自動車修理保険に加入しているトヨタ自動車のオーナーは、
修理が必要になった時、純正部品は高く保険範囲でまかなえないことが多い
ので他の修理工場へ持ち込み保障金額以下で修理する。保険会社は保障約定
どおり純正部品を使ったとして満額の保険金支払いの手続きし、浮いた差額
をユーザーと分配する。したがって、なかなかトヨタ特約店には修理を持ち
込まないというのである。
修理にともなう純正部品は潅腸市の豊田通商が輸入しており、当社は「喰
ホ濱華通」を通じて購入している。修理はスピードが重要な顧客サービスで
ある。一定の純正部品の在庫が必要であり、常に30、40万元を在庫している。
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しかし、主要顧客である政府や政府機臥政府幹部の自動車の修理代金は年
度末にならないと剛収が難しいため、売掛金が60、70万元（売上の60、70％）
となっている。
年度末には回収できるとしているが、大きな売掛金は経営を圧迫している。
つなぎ資金が必要なのだが市中銀行の融資は期待できないため、資金ショー
トしそうな時は自己資金を投入している状態である。リスクの高い事業のス
タートとなっている。自動車修理ビジネスの樫験があるにもかかわらず、こ
のようなリスクを負っているのは、政府系ユーザーを確保することによるフ
リンジ・ベネフィットが得られるからかもしれない。
新車販売に関しては、当社が販売ライセンスを持っているのは、第一汽車
とトヨタの合弁生産車種、成都のコースター、広州クラウンであり、「蛤ホ濱
華通」を通じて購入・販売する。広州クラウンは、既に4、5台、呼倫月ホ
に入っている。新車の販売促進は「北京トヨタ」と「瞭ホ清華通」の販促
チームが北京、喰ホ濱から新車を運転して当地で展示する予定である。日本
からのトヨタ輸入車を呼倫貝ホで販売することは難しい。輸入車は天津の保
写真3－5　恒業修配廠の修理工場
税区まで買い付けに行かなくてはならないため、いっそう価格が高くなって
しまうからである。
（6）貨物通関業務の民営化　～佳通国際貨運代理有限公司
佳通国際貸運代理有限公司（以下、佳通国際貨運）は、中国一ロシア間の
貨物輸出入にともなう通関代理サービス業であり、満州里税関を通過する輸
出入貨物量の約70％の通関代理業務を扱う最大の運輸代理店である。ロシア
側からの輸入貨物の通関代理業務は、すべて当社が扱っている。
任通国際貨運は、2005年に満州呈市の4社の私営運輸代理サービス業が合
併して設立し、董事長は通関代理業務10数年の経験者である。4社の内容は
「秘密である」とされ、当社設立の経緯は不明である。
貿易業務が国家の独占から民間に開放されはじめたのは地域によって異な
るものの、ここ数年のことであるから、佳通国際貸運の代表者は内蒙古自治
区もしくは国の輸出入総公司の出身と考えられる。国有企業の民営化の流れ
の中で発祥した企業と推察される。
満州里市における通関代理業務
満州里市は92年からロシア貿易が拡大しはじめ、現在、中国最大の陸上
（鉄道および道路）税関地となっている。ロシアから原油、石油製品、パル
プ、化学原材料、化学肥料などを輸入し、中国から衣類、日用雑貨、家電製
品、建材、野菜、果実などの輸出がある。金額ペースで中国側の輸入超過と
なっている。今期の当社の輸出入取扱立は1，000万トンに達すると見込まれ
る。
当社の中国側の顧客は、中国国家貿易公司、中国五砿公司、中国機械公司、
中国化学工業公司などであり、ロシア側の顧客は「秘密」とされる。両国の
貿易取引はドル建てで銀行間決済され、当社の通関代理業務手数料は中国側
顧客から人民元で受け取っている。
こうした佳通国際貨運の成長は「辺境」地域にあってこそ成立するもので
－50－
ある。当社は満州里を通過する中国一ロシア貨物の通関代理業務の範囲で経
営基盤を構築しているが、今後、さらに中国一ロシア以外の第三国の顧客へ
のサービスに展開していけるか、どうかに注目する必要がある。満州里での
寡占状況に安住し、事業範囲の拡張努力がなされないなら「辺境」地域経済
の発展は、「辺境」地域の範囲でとどまってしまうことになろう。数多くあ
る当地の通関代理業務サービス業のなかで、穀右翼の任通国際貸運には「辺
境」地域を超えた事業に挑戦することが期待される。
写真3－6　満州里駅の貨物線
（7）香港日系企業の依託加工　～満州里連発実業有限公司
満川里市はロシア産原木の中国最大の輸入地域である。満州里駅には原木
を満載した貨車が頻繁に入線し、構内のストックヤードには原木が山積みに
なっている。そして、満州里市区郊外に木材工業団地「連発本業工菜園」が
整備されており、国内外の木材関連企業の集積形成がはじまっている。
「連発木葉工業閲」の代表的企業が満州里連発実業有限公司（以下、連発
実業）であり、香港のアパレルメーカーの代表者が2（氾2年に個人投資・設立
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した香港独資の製材会社である。この工業園には当社のはか日系企業「タカ
シオ」が操業している。また、07年中に丸亀市の「清水木材」が製材工場を
新規立地する予定であり、連発実業の工場の生産能力を上回る規模となると
いわれている。
日本企業の委託加工
連発実業の従業員は300名、稔経理は香港の投資者、中国人2名が現場の
経営責任者である。敷地内には管理棟、製材工場、集成材工場、原木および
製材ストックヤードを配置している。イタリーの「Primullini」社製の製材
ラインほかドイツ、日本から設備を導入し、飢時間操業している。年間の原
木扱量10万立方メートル、製材生産量4万立方メートル、製品はほほ全量月
本へ輸出され、一部アメリカ向けである。
製品は当地から鉄道コンテナにて蛤ホ濱、大連に運び、大連から日本に船
積みする。工場から出荷し日本までほぼ20日を要する。ただし、貨車の空き
具合で出荷のタイミングが左右されることから、製品が滞貨しがちである。
こうした当社の製材事業は、似年からすべて双日（香港）有限公司211の委
写真3－7　連発実業有限公司の原木ストックヤード
託加工となっており、日本人1名、内蒙古自治区呼和浩特市出身のモンゴル
族1名が駐在している。イルクーツク、ハバロフスクで原木を買い付け原木
輸出するほか、当社で製材加工を委託している。
第4章「辺境」地域の産業発展に向けて
第4章では、内蒙古自治区の「辺境」、呼倫貝ホ地域の今後の産業発展の
可能性と課題について述べ、日本企業および日本政府の「辺境」地域に向け
た姿勢について若干の提案を行う。
（り　「辺境」地域の産業発展の可能性
「辺境」地域、呼倫貝鉢の経済規模は「沿海地域」の経済規模と比べ小さ
く、産業活動も限られた市場範囲で営まれ、広大な区域は効率的な産業発展
にとって弱点とされてきた。しかし、そこに賦存する地下資源、草臥　そし
て空間そのものの資源価値が高まっている。
また、広大な区域に対して人的資源が希薄なことは、産業発展のネックと
されてきた。しかし、企業、地方政府に働く一人ひとりの姿勢に注目すれば、
これまでの地域発展の遅延は今後の成長意欲を高める方向に作用している。
「辺境」地域外からの経済的関心の集中と「辺境」地域内の成長意欲の高
まりは、「辺境」と経済的「中心」の間で新たな地域経済ダイナミズムを生
み出しつつある。新たな地域経済ダイナミズムは経済成長の「中心」地域が
直面するジレンマという地域外要因と、地域内の人、企業の成長意欲という
地域内要因が反応し合うことにより発生する。そして、地域経済ダイナミズ
ムの強化、深化、多様化の過程で「辺境」地域の産業発展が実現するのであ
る。
経済成長地域のジレンマ
「辺境」地域の産業発展の可能性を拓く地域外要因として、経済成長地域
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の「辺境」地域への経済的関心の集中がある。
経済成長の「中心」地域となっている「沿海地域」の経済成長機会は今な
お多い。国内外の投資が投資を呼び、多様な消費が拡大している。こうした
地域経済の拡大循環は「中国沿海地域経済発展戦略」によるところが大き
い2㌔地域経済の非均衡発展政策への転換粉を象徴する「沿海地域経済発展
戦略」は、沿海地域の労働集約的組立加工業が国有企業等との内陸資源の争
奪を避けるため、海外から資金と技術を導入し、国際市場から原材料を輸入
し、製品を国際市場に輸出する「両頭在外」を基本とした。
海外から資金、技術、原材料を導入し、海外市場に製品を販売する地域開
発戦略は「沿海地域」と海外地域との地域経済ダイナミズムを発生させ、
「沿海地域」の産業発展を実現した。「沿海地域」の産業発展は、地域の資
本蓄積を進め消費市場を拡大し、さらに生産を拡大させる地域内循環を生み
出している。
しかし、改革開放後、四半世紀を経過した現在、「経済成長」と「エネル
ギーと資源確保」の面でジレンマが発生しはじめている。高い地域経済成長
を実現してきた「沿海地域」では、経済成長の機会は多いものの、成長を実
現するための電力、水資源が不足し、原材料、労働力の調達コストが上昇し
はじめている。不足する電力や水資源を海を越えて輸入するわけにはいかな
い。
需要地の近くに発電プラントを大量に建設して海外から石炭、石油を輸入
し電力供給を拡大することは、国際エネルギー資源価格の上昇をもたらし電
力価格は上昇する。エネルギー価格の上昇は地域経済成長の制限要因となる。
現状の経済発展構造のもとでは、鉱産資源や農林水産一次資源においても国
際市場からの調達コストの上昇をもたらし、これもまた地域経済成長の制限
要因となろう。海外から「大いに入れて、大いに出す」ことによる「沿海地
域」の経済発展戦略は調整を必要とする段階にある。
この点、2000年に発動した「西部大開発政策」や03年にはじまった「東北
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地域等旧工業基地振興戦略」は、地域開発政策を均衡発展政策に転換し地域
間格差の是正をめざすものとされる。東西格差、沿海地域と内陸地域、都市
部と農村部の地域間格差の是正という日的とともに、「沿海地域」の経済成
長を維持するための資源供給というねらいが含まれていると考える必要があ
る。
中国政府は、国際市場からの調達や資源外交を通じて長期安定的な原材料
資源の輸入確保に乗り出すとともに、国内「辺境」地域の資源開発を促進し
ている。「辺境」地域からみて経済成長地域のジレンマは、地域産業の発展可
能性を拓いているといえる。
「辺境」地域の人、企業の成長意欲
「辺境」地域の産業発展には、地域外要因とともに「辺境」地域の人、企
業の成長意欲という地域内要因が重要である。「辺境」地域の生産拠点と市場
の「分散性」、輸送制限による市場との「遠隔性」、地域資源の「単一・性」と
いった「辺境」の地域性を突破する経営者、企業が現れている。
これまで、中国の資源立地型産業の場合「生産地での高次加工能力が充分
でない」「地方市場を優先する．1諸侯経済”が全国紙一市場の形成を阻んで
いる」「中間原材料の需要地への輸送が難しい」などの理由から、生産地で
の滞貨、値崩れ、倉庫不足から野積みによる農産物の腐敗といった不経済が
発生しているとされていた。
こうした問題がすべて解決しているわけではないが、北大荒豊縁集団呼倫
貝ホ分公司のケースは、「辺境」地域の産業発展の地域内要関として重要で
ある。同社は、80年代から取り粛はれてきた企業改革、産権改革、「机大放
小」の流れのなかで分散していた「農墾」所属の農場や工場を徐々に大型の
集団公司に統合し、資本力を備え、中間原材料を高次加工し、小麦粉と関連
製品の統一ブランドを形成して全国市場への販売力を高めている。
また、麦福労有限茸任公司の取り組みも「辺境」地域の産業発展の地域内
要因として注目する必要がある。同社の場合、馬鈴薯澱粉生産に専門特化し
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て全国の娩合他社との競争を制し国内市場の高いシェアを振り、自社ブラン
ドを確立することに成功した。そしてさらに、国際市場への販売を拡大しつ
つある。「辺境」産業の制約条件とされたモノカルチャー性を逆手にとって
優位性に転換しているのである。
特定の農産品、畜産品、林産品、鉱産品の一次資源に依存し、モノカル
チャー的な産業構造を形成している「辺境」地域産業が、その「単一性」を
徹底して追求し、集団公司を発達させ資本力、高次加工力、全国市場販売力
の集中を進め、一次資源の付加価値を高めることにより、利潤が地域に均露
されるといった地域発展パターンが期待される。
こうした「辺境」地域の企業活動とともに、天保食品基地でみられる農家、
農民の事業意欲にも注目しなければならない。株式合作制への移行にともな
い地方政府から経営自主権や農業施設の所有権を受け取ってきた農家、農民
が、地場供給にとどまらずロシアやモンゴル市場のニーズに応じて多様な生
鮮野菜生産に意欲を示している。さらに、日本市場への輸出にも関心を示し
ている。わずか40家族の実験プロジェクトではあるものの、大消費市場に遠
い「辺境」地域の土地から、市場ニーズの「多様性」に敏感に反応しようと
していることが重要である。農牧業におけるミクロの生産意欲を「辺境」地
域の産業発展の地域内要因として注目する必要がある。
（2）「辺境」地域の産業発展の課題
「辺境」地域外からの経済的関心の集中（地域外要因）と、「辺境」地域
内の成長意欲（地域内要因）が反応し合う過程で「辺境」地域の産業発展が
実現すると考える。そうした新たな地域経済ダイナミズムの発生を促すため
には、「辺境」地域が対応すべきいくつかの課題がある。
交通基盤整備の加速
課題の第一は、全国の物流ネットワークに接続する交通基盤整備の加速で
ある。大量輸送のための鉄道、輸送頻度を高める高速道路の整備を加速する
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必要がある。鉄道については、ロシアおよびモンゴルの鉄道とつなぐ新たな
軌道建設が計画中である。国外からの資源調達という国策のもとで、計画は
進められることであろう。
「辺境」地域とって重要なことは、資源の国内供給において石炭や鉱石の
バラ積み、原木の移出といった一次資源のままでの移出が、既存の鉄道貨物
輸送能力を圧迫していることである。匡＝祭鉄道ネットワークの新設は国家投
資にまかせて、「辺境」地域では既存鉄道の輸送能力の増強を求めるのでは
なく、輸送負荷を軽減するために一次資源の「辺境」地域での高次加工に
よって、輸送すべき貨物の減容効果を主張し実行することが必要である。
交通基盤整備において、より重要なことは高速道路の整備を加速すること
である。大慶まできている高速道路を海拉ホ区まで延伸することが課題であ
る。コンテナトラックによる多頻度輸送は「辺境」地域への生産性企業の立
地を進めるための必要条件である。
地域自主権の獲得
課題の第二は、「中央」に対する「辺境」地域の自主権の獲得である。マ
クロ掛斉情勢からみれば、今後、資源、エネルギーを巡り「辺境」地域への
国家投資の増加、超大型国有企菜の進出などが進むであろう。しかし、「辺
境」への地域外からの経済的関心の集中に喜んでばかりいてはいけない。
かつて、中央は重工業化を推進するための資本蓄積を地方の農業に求めて
きた。人民公社は、国家が農業余剰を吸収するための高蓄積制度であったと
される。人民公社は解体し農業経営の自主権が拡大し市場経済メカニズムが
浸透していく。78年から開始された新農業政策のもとで、国家による農産物
買上価格の引き上げは「鋏状価格差（シェーレ）」を縮小し高音楷パターン
は崩れていく。農産物買上価格の引き上げは、農産物を原材料とする国営工
商業部門の利潤を減らし国家への上納利潤を減少させた。食糧価格の上昇に
ともない都市労働者貸金の上昇は避けられず工商業部門の利潤を減らし上納
利潤を減少させる。こうして、農業部門は披保護部門化し回家財政を圧迫す
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る主要因となっていく。
市場経済の「開放」過程のなかで「辺境」地域の地下資源は、戦略物資と
して国家管理の下に置かれ、「辺境」地域は国防上の前線基地であるととも
に資源供給基地として固定化されていた。この体制が国有企業改革の進展や
辺境貿易の促進などの流れのなかで徐々に開かれた体制に変化している。経
済成長地域の資源、エネルギー不足は，特大国有企業の進出を促し「辺境」
地域の油田開発、石炭化学、電力開発、鉄鉱山開発を行っている。
以前の農業部門の負担による国家財政の高蓄積パターンが再現するとは思
えないが、国家財政の投入（国家直属プロジェクト）や特大国有企業の進出
は「中央」の決定によるものであり「辺境」地方政府が関与するところでは
ない。地方政府は進出企業の立地条件を整えるための産業基盤や都市基盤整
備に注力している状況にある。
「辺境」地域にとって、進出企業の活動にともなう税収入の配分や企業の
利益分配のしくみが重要である。地元政府の自主財源の拡大につながる税体
系や地域振興に役立てる国庫交付金、地元地域への一定の生産分与など地方
政府に手厚い財政システムが求められる。困難な取り組みではあろうが「辺
境」の地方政府は「中央」政府に対して自主財源の拡大を要求し続けること
が必要である。
関連企業誘致と産業集積の形成
課題の第三は、資源、エネルギー開発型の企業進出を契機にして、前方連
関、後方連関の関連企業の誘致を進めることである。
資源、エネルギー開発型進出企業は「落下傘」的に立地し、資源、電力を
開発し経済成長地域に移出する役割を担っている。こうした企業活動が「辺
境」地域の産業発展にとって全く効果がないわけではないが、インフラ整備
などにともなう間接雇用の創出、従業員の消費需要や簡辺業務の発生といっ
た間接的な波及に留まらざるを得ない。「辺境」地域産業の構造を変革する
までの内容ではない。
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資源、エネルギーの通過地点としての「資源基地」を脱却するためには、
「辺境」地域に前方、後方の産業連関を形成することが必要である。呼倫貝
ホ市政府は、地域産業を高度化するねらいを意識しており、すでにいくつか
の取り組みを行っている24㌧
例えば、ロシアからの輸入原油や新巴ホ虎右旗で採掘した原油は、大慶の
精製プラントに送られているが、これを呼倫貝ホ市内で備蓄し精製するため
の条件整備を進めている。また、石炭開発を基本として電力開発、石炭化学
への産業連関を形成しはじめている。満州里市では、ロシアから輸入した原
木を製材に加工し移輸出する段階にある。
同様の視点から、将来、ロシア、モンゴルからの輸入が増大すると見込ま
れる鉱物資源を当地で精錬する企業誘致計画を検討している。鉱石の精錬に
とどまらず、コークスや電力など大量の熱源を必要とする精鋼、鋳鍛造など
の租形材産業、さらに粗形材を金属部晶に仕上げる機械加工業にまで視野を
拡げておくことが重要である。
域内およびロシア、モンゴルでの鉱山開発においては、現在は地表に近い
豊富な鉱床を露天掘りで採掘しているが、今後、坑道掘削が必要になってい
こう。鉱物種によっては坑道掘削が不可欠な場合があろう。こうした鉱山開
発にともない鉱山機械メーカーの立地を呼び込み、機械工業の集積を形成す
る可能性も意識しておくべきであろう。
資源、エネルギー開発型企業の進出を契機にして、将来の地域産業構造を
構想し戦略的に関連企某誘致を進めて産業集積を形成していくことが期待さ
れる。
（3）日本企業の関与と日本政府の姿勢
今後、中国「辺境」地域は大きく2つの情勢に向かっていくと考えられる。
一つは、呼倫貝ホ地域と企業が直面しているように、地域経済ダイナミズム
を発生させ地域産業発展の可能性を高めていく情勢である。もう一つは、国
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内の経済発展の「中心」や国外地域との関わりが現状固定化し経済的停滞の
まま止まり続ける情勢である。日本企業が経済活動を通して関わっていくの
は前者である。
日本企業の関与
「辺境」地域が示す産業発展の可能性と課題に対して、日本企業が正しく
関与していくためには「辺境」が、これまで蓄積し現在に至っている経済、
社会、政治の状況を理解しなければならない。
第一に、「辺境」地域経済が動きはじめているという認識である。それも
相当の速さで動いているという点である。「辺境」地域経済が動きはじめる
当初の原動力は、国家の意志に基づく場合が多い。中央主導の初動を契機に
して「辺境」地域側が積極的な反応を示し、地域経済ダイナミズムを発生さ
せ、地域産業発展につなげていく可能性に注月する必要がある。日本企業は
地域側の積極的な反応に関わっていくことが重要である。
80年代初期に「辺境」であった深別、東莞や、その後の沿海開放都市の対
外経済活動の初期条件は豊富な低コスト労働力にあった。中央政府は労働力
と港湾条件に優れた原料輸入・製品輸出の場所を提供することにより、海外
から資本、技術、企業経営ノウハウの導入に努めた。日本企業を含む外資企
業は、この条件に反応したのである。
「辺境」地域の経済ダイナミズムの初期条件は資源、エネルギー開発案件
である。「沿海地域」の経済ダイナミズムは労働集約的に開始したが、「辺
境」地域は資本集約的であることを理解しなければならない。
第二に、「辺境」地域社会の理解である。「辺境」社会は、これまで日本企
業が20年余りの経験を積み重ねてきた「沿海地域」の都市社会とは基本的に
異なる社会構造基盤の上に形成されている。「辺境」地域の多くは少数民族の
自治地域であること、漢民族の「農墾」「農団」「生産建設兵団」が地域社会、
経済、政治の根幹として存在していること、“人多く土地が狭い”条件で地
域社会を築いてきた「沿海地域」に対して、「辺境」地域の社会は“土地広
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く人が少ない”ところで社会を形成してきたことを理解する必要がある。
第三に、「辺境」地域を巡る政治環境の理解である。他国と陸上国境を接
する中国の「辺境」地域は、今なお国防の前線という性格を帯びている。「辺
境」地域の経済開発の利益あるいは経済開発をせざるを得ない事情が、国防
を優先する姿勢を上回ったということである。「辺境」地域の対外経済活動
が活発化しているが、その根底には国防意識が横たわっている。「辺境」地
域の対外経済活動には中国の北東アジア外交戦略が含まれていると考えなく
てはならない。
以上のような「辺境」地域の経済、社会、政治状況を踏まえ、日本企業の
関与のしかたを考えるならば、権清的な投資リスクとメリットだけで進出の
有無を判断することはできない。投資メリットを確認した上で、「辺境」地域
社会の事情と中国の外交戦略を織り込んだ国際経営戦略を立案し事業開拓に
向かうことが不可欠である。
日本政府の姿勢
日本企業の経験と理解が深まり、国際的な事業を展開する環境が整ってき
た「沿海地域」にくらべ、「辺境」の事業フィールドは期待される投資内容
も異なり、地域社会や国際環境もより複雑な条件下にある。こうした難しい
事業フィールドで日本企業が活躍し、地域産業の発展に寄与し、ひいては日
本の国益にもつなげることが望まれる。
中国は日本がきちんと向き合い付き合って行かなくてはならない重要な国
である。外交関係のバランスを保つとともに、双方の企業活動がより活発に
なり、日中間の経済ダイナミズムが強く、採く、多様になるための環境を整
えることは日本政府の重要な役割である。中国側からは、西部大開発、東北
地域等旧工業基地振興に日本政府、日本企業への期待が寄せられている。［］
本企業の対中事業展開が、これまで慣れ親しんできた「沿海地域」のみに閉
じこもってしまうことは企業の国際経営力の減退につながりかねない。難し
い「辺境」地域の事業フィールドにも挑戦し活躍する日本企業の登場が得た
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れる。
日本政府は、こうした日本と中国の期待に応じる日本企業のリスクを少し
でも軽減し、企業が「辺境」で活躍しやすい環境を創り出す役割を担う責任
があろう。中国の「辺境」地域に関わる日本政府の姿勢に関して、例えば、
呼倫月ホ地域の場合、次の提案をしたい。
若干の提案
呼倫貝ホ地域における資源、エネルギー開発プロジェクトに日本企業が参
加できる環境を整えることが必要である。日本企業が参加するための環境整
備として以下の点を検討すべきである。
1）呼倫貝ホ地域の電力、石炭、原油、鉱物資源開発、地域での高次加
工に至る総合的な地域産業開発プロジェクトを省エネルギー、環境保
護プロジェクトとして政府開発援助案件を組成し、日本企業の省エネ
ルギー技術、環境保護技術の供与を検討する。
2）モンゴルと中国の間で進められている地下資源開発プロジェクトに
対し、モンゴルの資源開発、環境保護プロジェクトとして、モンゴル
政府へ提案型の政府開発援助を検討する。
3）政府開発援助対象国の地方政府の地域産業振興に関するイニシア
ティブの保証を担保する。
おわりに
日本が中国と長く付き合うということは、日本政府や日本企業が付き合い
やすくなった中国「沿海地域」をフィールドとするだけではなく、付き合い
かたが難しい中国の「辺境」地域にも関わることではないかと考える。
中国の「辺境」地域を事業フィールドとして経済活動の「現場」に臨む主
役は企業である。だから、企業は中国の「辺境」の複雑な経済、社会、政治
の情勢を理解することが必要である。「辺境」の情勢を理解して軽済活動を展
開し利益を得ることは、実に困難な課題であろう。しかし、困難な課題に応
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じていくことで日本企業の国際経営力は鍛えられていくものと思う。中国の
「辺境」に向かう日本企業の挑戦に期待し、そうした企業が活躍しやすい事
業環境を整備していく役割を日本政府に期待する。
一方、中国の「辺境」に対する日本側の視点、姿勢に対して、中国側の視
点、姿勢にも注目していくことが重要である。呼倫貝ホ地域で生じている国
家主導の資源、エネルギー開発の地域経済ダイナミズムが「中央」の収奪過
程になっていくのか、あるいは「辺境」地域が資本を蓄積し地域性を基礎に
した新たな地域産業の発展に向かう過程になっていくのか、今後の経過を見
つめるとともに、後者の過程に日本企業が関わって欲しいと願う。
本稿の基本となった呼倫貝ホ市でのフィールドワークでは、亜細亜大学経
済学研究科博士課程在籍のネメフジャルガル氏とその友人の新巴ホ虎旗公安
局長の朝格苦楽（チョグジル）氏、呼倫貝ホ市商務局の造龍江氏には大変お
世話になった。現地のお二人のアレンジで多くの方々と知り合うことができ、
貴重なお話を伺い愉快な時間を過ごすことができたことに感謝申し上げる。
【．1主】
lI北東アジアを巡る「闇辺瓢」と「中心部」に関する論考は、坂周［2001］、pp．3、16．を
参照されたい。
2，呼倫貝ホ市における現地調査は、2∝娼年8月12、20日に実施した。
の主要農産品の生産統計は梶食作物、抽科作物、甜菜作物にわかれ、根食作物は小麦、玉
菊黍、大豆、馬鈴薯、水稲である。
小モンゴルの産業構造と企業活動については、関満博／西澤正樹［2仰2］
5I「規模以上工業企業数」とは、すべての国有企業と年間販剰収入5㈱万元以上の非国有企
業の合計。
6I西部大関発の実施にあたり、従来の西部（垂靡、四川、即日、巽南、西蔵自治区、快酉、
甘粛、青海、寧婁回族自治区、新頭維吾ホ自治区）に、内蒙古自治区、広西省を加えた
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12の直轄市、省、自治区を含む新しい西都概念がつくられた。面積は約侶7万平方キロ、
全国の71．5％を占める。
71「神宝公司」については、徐占江［2（刃6］、pp．579～駕0．
8I西部大開発計画で実施している「酉電東送（水力、石炭資源の豊富な西部で発電された
電力を東部に送電する）」プロジェクト。
91電力需要が急拡大しているなかで、エネルギー資源が航存する「辺境」地域では地域利
益を増大させるチャンスとみて無認可の電力開発に集中する現象も発生している。内蒙
古自治区では建設中の違法発電所が処分されたとの報道がある。書臥宮沢【2∝略］。
10J「牽能伊敏」については、徐占江［20（桁］、pp．577、578．
111「草庫倫」建設の経過については、新巴ホ虎右旗史志編纂委員会［20糾］、pp．303～305．
12）05年の呼倫貝ホ市および満州里口岸の取扱貨臥入込客については、徐占江［2∝掩］、pp
239、朗5．満州里と后貝加ホ斯克の「辺境」都市の概況、貿易、「中俄互市貿易区」建設
の背景、成立条件については、張麓君［2（X桁］、pplO3、147．
13I阿日喰沙特鋭長／散都氏の談話。
14j巴ホ虎博物館の地域経済開発に朗する展示資料。
15う新巴ホ虎右晩史志編纂委員会［2（X国］、pp．389、396．
期新巴ホ虎右副族長・党常務委員／特木目胡氏の談話。
171「農墾」あるいは「戯団」は、中央農業部農墾局の直属あるいは地方の農牧場管理局の管
轄下にあり、農場・牧場の開拓、農村建設、農牧業縁営、農牧業に関わる工業、商業、
貿易、サービスを行った。累龍江省、内蒙古自治区、海南省、福建省、広西省などへの
農牧業開拓移民の行政管理を併せもつ社会主義建設の「単位」のひとつと見ることがで
きる。同様の組織として、新惑雑書ホ自治区の「生産建設兵因」が知られる。現在では、
共産党、人民解放軍とともに「農墾」「炭団」は、地方の権力集団の一つとなっている。
黒瀧江省と内棄古自治区の「倦盤」に所属していた農場や工場が公司制へ転換し数百社
の民営公司が生まれたとされる。呼倫貝ホ市では、本文で報告した3社のほか、海拉ホ
農墾集団有限葺任公司（中央農業都農懇局直属の六大「戯墾」の一つ）、大輿安蜃農盤集
団有限責任公司（内蒙古自治区大輿安載農場管理局所属）などがある。
18I国有企業改革は1986年に制定された「全人民所有制企業工廠工作条例」による国営工廠
における経営請負制から始まった。続いて93年から国有資産の所有権と経営権の分離
（産権改革）に着手する。産権改革では、国有工廠は「固有企業」と改められ、大型国
有工廠は「企業集団公司」と改名された。国有工廠に所属していた分工場や事業部は子
公司あるいは関連公司に改組された。全国1（沿社の大型固有企業が選定され、持株会社と
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しての本部（本社）と子公司、関連公司による企業娘団を形成し改革を試行した。一方、
中小国有企業の場合、有限公司化、株式会社化、従業員持株会社化（株式合作制）への
転換が進められた。97年の第15回共産党大会政治報告において、これまでの国有企業改
革を集大成する構想が示され、その中で小型国有企業に関しては「小型国有企業を自由化
し、再偏、合併、貸借経営（リース経営）、請負経営、株式合作制、売却によって経営の
活性化を因る」とされた。こうした小型国有企業の自由化（机大放小）の流れの中で北
大荒集団が賃借経営によって呼倫貝ホ分公司を傘下に編成したのである。国有企業改革
の変遷については、萬成博［1999］、ppl～8、西川博史［2（氾3］、pP9、37、に詳し
い。
IgJ「緑色食品」とは、自然生態系に順応した親培環境の下で生産した原材料を用いて加工し
た健鰍こ安全な食品。
ZDJ「三元」の本社は北京。内梁古自治区の「葉牛」「伊利」に並ぶ総合乳製品メーカーであ
る。呼和浩特市に本社を定く菜牛乳梁集団の成長発展はよく知られている。また、自社
の乳牛繁殖の過程で生まれた出産直後の雄の仔牛は、種牛とするものを除き、その血液
を免疫冶療に関する医薬品原料として販売している。
2り双日（織は伽年にニチメンと日商岩井が合併して発足。㈹年度の単体発L高約1兆3，3腑
億円。事業部門は建設・木材部門、機械・宇宙航空部門、エネルギー・金属資源部門、
化学品・合成樹脂部門、生活産業部門、新規事業開発グループからなる。建設・木材部
門は日本の原木輸入の20％以上、木材製品輸入の10％近くのシュアを占め、業界トップ
の取扱量となっている。
ノ2－避紫階が提唱した「中国沿海地域経済発展戦略」は、王建［1988］の論文をペースとし
たとされ、労働処約的製品の輸出の担い手として「沿海地域」の郷親企業に注目してい
る。「中国沿海地域経済発展戦略」については、凌星光［1989］、渡辺利夫［1990］pp
94、102．が有益である。
炒改革開放路線への転換にともない、中国の地域間発政策の均衡発展政策から非均衡発展
政策への転換過程については、貝田提／力提甫［2003］pp257、287．
24，第2章の呼倫貝奇、市における特大固有企業による資源、エネルギー開発の状況および、
地元地方政府の対応と今後の期待に関しては、呼倫月ホ市商務局／超触江科長、郭紀偉
科長、李鉄軍科長の談話。
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